
消
防
出
初
式
で
、日
々
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

な
ど
を
表
彰
し
ま
し
た
。

（
○
内
の
数
字
は
所
属
分
団
、本○
は
団
本
部
の
略
）

※

消
防
出
初
式
へ
団
員
の
参
加
を
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
▼
増
田
浩
之
⑤
▼
黑
川
哲
男
④
▼

木
村
博
美
⑦
▼
田
中
辰
明
⑫
▼
松
永
秋
博
⑥
▼
吉

田
浩
二
⑬

● 

県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
有
功
章
▼
松
永
英
二
③
▼
加
藤
竜
次
⑭
▼
梅
木

健
浩
②
▼
木
村
博
美
⑦
▼
山
口
洋
一
⑫
▼
原
啓
司

⑬
▼
谷
村
龍
一
⑭

有
功
章
▼
吉
村
克
子
本○
▼
下
田
保
守
③
▼
岩
井
英
一

郎
⑤
▼
開
雄
二
⑨
▼
福
田
進
⑮
▼
正
林
登
志
惠
本○
▼

福
井
由
美
子
本○
▼
中
嶋
真
佐
雄
⑥
▼
田
添
康
輔
⑩

▼
鹿
山
宏
樹
⑪
▼
大
原
雅
浩
⑫
▼
山
下
孝
隆
⑬
▼
木

下
宗
治
⑬
▼
田
﨑
悦
章
⑭
▼
上
田
正
英
⑮
▼
杉
島
茂

春
⑤
▼
山
下
秀
俊
⑫
▼
福
田
健
一
⑬
▼
田
川
博
樹
⑬

30
年
精
続
章
▼
中
嶋
拓
介
本○
▼
竹
末
学
本○
▼
馬
場

和
宏
⑧

20
年
精
続
章
▼
山
本
治
義
⑪
▼
加
藤
竜
次
⑭
▼
梅

木
健
浩
②
▼
中
嶋
大
介
⑩
▼
平
野
道
広
⑪
▼
麻
生

孝
洋
③
▼
大
塚
真
一
⑦
▼
辻
哲
哉
⑩
▼
辻
敏
憲
⑪

▼
山
口
稔
⑫
▼
川
本
安
弘
⑭
▼
杉
島
茂
春
⑤
▼
山

下
秀
俊
⑫
▼
福
田
健
一
⑬
▼
田
川
博
樹
⑬

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
▼
竹
村
一
郎
②
▼
松
下
善
光

⑦
▼
森
栄
次
郎
⑫
▼
山
田
隆
幸
⑭
▼
泉
川
英
和
⑨

▼
福
田
良
浩
⑬
▼
清
水
哲
也
⑮
▼
里
脇
清
隆
⑥
▼

松
添
豊
⑥
▼
朝
長
祐
二
⑨
▼
田
平
浩
幸
⑫
▼
田
中

忠
彦
⑭
▼
田
中
豊
輝
①
▼
近
藤
秀
二
①
▼
坂
田
研

介
①
▼
村
田
政
富
⑥
▼
松
尾
成
悟
⑦
▼
甲
斐
大
地

■
大
村
警
察
署 

☎
�
０
１
１
０

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

⑧
▼
岩
﨑
典
嗣
⑫
▼
池
田
照
久
⑭
▼
西
村
正
則
⑭

▼
大
山
功
⑭
▼
森
純
彦
⑭
▼
髙
瀬
賢
一
郎
⑭
▼
本

山
晃
⑭

● 

市
長
表
彰

35
年
勤
続
章
▼
山
浦
弘
之
本○

30
年
勤
続
章
▼
中
嶋
拓
介
本○
▼
竹
末
学
本○
▼
馬
場

和
宏
⑧

25
年
勤
続
章
▼
増
田
浩
之
⑤
▼
黑
川
哲
男
④
▼
木

村
博
美
⑦
▼
田
中
辰
明
⑫
▼
松
永
秋
博
⑥
▼
吉
田

浩
二
⑬

15
年
勤
続
章
▼
松
尾
政
治
⑮
▼
吉
村
克
子
本○
▼
開

雄
二
⑨
▼
鈴
木
博
文
⑩
▼
中
嶋
真
佐
雄
⑥
▼
田
添

康
輔
⑩
▼
木
下
宗
治
⑬
▼
上
田
正
英
⑮
▼
大
城
直

美
本○
▼
隂
平
貴
嗣
⑤
▼
小
山
敦
也
⑧
▼
福
田
英
二

⑫
▼
山
道
智
洋
⑫
▼
樋
口
裕
⑬
▼
西
村
寿
⑬
▼
井

石
政
伸
⑬
▼
佐
藤
貴
之
⑭

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
▼
山
口
淳
也
⑭
▼
今
川
忠

憲
⑤
▼
西
川
重
隆
⑫
▼
福
田
昭
一
⑫
▼（
ほ
か
県
消
防

協
会
長
表
彰
に
同
じ
）

一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
▼
矢
野
保
之
①
▼
尾

﨑
積
②
▼
佐
古
和
博
⑬

無
火
災
分
団
▼
第
１
分
団
▼
第
２
分
団
▼
第
５
分
団

▼
第
10
分
団
▼
第
14
分
団

● 

消
防
団
長
表
彰

10
年
勤
続
章
▼
松
本
智
美
本○

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
▼（
市
長
表
彰
に
同
じ
）

優
良
分
団
▼
第
13
分
団
▼
団
本
部
女
性
消
防
団
▼
第

15
分
団

平
成
28
年

消
防
出
初
式
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

そ
れ
は
、詐
欺
！

市
役
所
の
職
員
を
か
た
り
、「
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
か
ら
A
T
M
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
携
帯
電
話
に
電
話
を
か
け
、お
金
を
だ
ま
し
取
る
事
件
が
、市
内
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。市
役
所
や
銀
行
か
ら
そ
の
よ
う
な
電
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
か
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
、部
署
や
名
前
を
確
認
し
、安
易
に
返
答
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

犯
人
は
、番
号
非
通
知
で
か
け
て
き
ま
す
。心

当
た
り
が
な
い
電
話
に
出
な
い
こ
と
が
被
害
防
止

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

自
宅
の
電
話
を
留
守
番
電
話
に
、ま
た
、携
帯

電
話
に
非
通
知
着
信
拒
否
の
設
定
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

▼
ド
コ
モ
の
場
合
　「
１
４
８
」

▼ａｕ
の
場
合
　
　「
１
４
８
１
」

▼
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
場
合
は
有
料（
要
加
入
）

・
お
金
が
戻
っ
て
く
る

・
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い

・
裁
判
に
な
る
、逮
捕
さ
れ
る

・
郵
便
、宅
急
便
で
現
金
を

・
母
さ
ん
、お
金
持
っ
て
き
て

「
留
守
番
電
話
」「
非
通
知
着
信
拒
否
」を

「
私
は
、だ
ま
さ
れ
な
い
」

詐欺撃退の合言葉
平成27年の特殊詐欺被害状況（県内）

オレオレ

架空請求

還付金など

融資保証金

24

64

36

8

87,636,000円

260,400,860円

27,485,592円

8,715,934円

振込め詐欺種別 件数 被害額

一番
あ
ぶ
な
い
！
が

お

む

す

び

おちつく

むすめ、むすこに確認する

すぐに振り込まない

びんそく（敏速）に届出る

設
定
し
ま
し
ょ
う
！

（
敬
称
略
）

詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド
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